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陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
紹
介

八
）

『
彼
岸
記
』
翻
刻
・
略
解
題

恋

田

知

子

前
号
に
続
き
、
陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
う
ち
、『
彼
岸
記
』
を
紹

介
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
は
、

仮
名
法
語
を
中
心
に
、
あ
わ
せ
て
十
八
種
類
の
書
物
が
一
括
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
慶
長
・
元
和
年
間
（
一
五
九
六
｜
一
六
二
四
）
の
奥
書
を
有
す

る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
と
り
た
て
て
書
写
時
期
の
異
な
る
も

の
も
見
え
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
書
に
つ
い
て
も
お
そ
ら
く
同
じ
時
期

に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ

１
）

れ
る
。

春
秋
二
季
の
彼
岸
の
由
来
を
記
す
『
彼
岸
記
』
に
つ
い
て
は
、
初
期
浄

土
真
宗
の
僧
存
覚
（
一
二
九
〇
｜
一
三
七
三
）
の
撰
述
と
さ
れ
る
真
宗
談

義
本
が
広
く
知
ら
れ
て

２
）

い
る
。
春
秋
二
季
の
昼
夜
等
分
の
時
期
、
夜
摩
天

と
兜
卒
天
の
中
間
に
あ
る
中
陽
院
の
天
正
樹
の
も
と
に
諸
天
が
集
ま
り
、

人
間
の
善
悪
業
を
記
録
す
る
こ
と
か
ら
、
特
に
こ
の
間
は
悪
を
慎
む
べ
き

で
あ
り
、
善
を
積
む
こ
と
で
浄
土
の
彼
岸
へ
到
る
と
勧
め
る
も
の
で
あ

る
。
龍
樹
菩
薩
の
天
正
記
（
偽
書
）
に
よ
る
と
さ
れ
る
こ
の
彼
岸
の
由
来

は
真
宗
内
の
み
な
ら
ず
、
養
叟
宗
頤
（
一
三
七
九
｜
一
四
五
八
）
の
『
宗

恵
大
照
禅
師
語
録
』
や
『
徒
然
草
野
槌
』
に
も
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
相
応

に
広
ま
り
を
見
せ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
真
宗
談
義
本
で
の
彼
岸
の
由
来
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、『
往

生
要
集
』
や
『
宝
物
集
』
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
、
新
た
な
一
書
を
な
し

て
い
る
の
が
陽
明
文
庫
蔵
『
彼
岸
記
』
で
あ
る
。「
十
悪
」
や
「
八
大
地

獄
」、「
五
逆
」「
八
苦
」「
三
明
」「
六
通
」
な
ど
数
字
で
始
ま
る
仏
教
語

を
ち
り
ば
め
、
人
間
の
善
悪
な
ど
を
説
き
な
が
ら
、「
二
季
の
彼
岸
」
を

強
調
し
て
い
く
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
真
宗
談
義
本
と
は
異
な
り
、

「
二
季
の
彼
岸
」
の
直
前
に
「
六
斎
日
」
に
つ
い
て
記
す
点
は
、
聖
徳
太

子
伝
と
く
に
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
写
の
鶴
林
寺
蔵
『
太
子
伝
』
で
の

「
二
季
の
彼
岸
」
記
事
と
の
類
似
が
指
摘
で

３
）

き
る
。

さ
ら
に
、
伝
本
調
査
の
結
果
、
本
書
は
西
本
願
寺
蔵
『
彼
岸
記
』
と
同

系
統
で
あ
る
こ
と
が
判
明

４
）

し
た
。
若
干
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
同
一
作
品

と
認
め
ら
れ
、
本
書
に
よ
っ
て
西
本
願
寺
本
の
脱
文
を
補
え
る
の
で
あ

る
。
な
お
、
西
本
願
寺
本
の
冒
頭
に
は
「
太
子
傳
在

タイシテンニアリ
之コレ
」
と
記
さ
れ
る

点
で
も
注
目
さ
れ
、
室
町
末
期
の
写
し
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
世
に

ま
で
遡
る
段
階
で
、
真
宗
談
義
本
と
は
別
の
『
彼
岸
記
』
が
流
布
し
て
い

た
と
推
察
さ
れ
る
。

一
方
、『
彼
岸
記
』
と
題
す
る
書
物
に
は
、
国
会
図
書
館
お
よ
び
天
理

図
書
館
に
伝
存
す
る
江
戸
後
期
の

５
）

版
本
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
調

査
の
結
果
、
大
小
の
異
同
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
本
書
と
同
一
作
品
で
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あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
最
大
の
相
違
は
、
本
書
お
よ
び
西
本
願
寺
本
が

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
写
本
で
あ
る
の
に
対
し
、
国
会
お
よ
び
天
理
本
は

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
の
絵
入
り
版
本
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
版
本
の

挿
絵
は
、
彼
岸
会
の
説
教
、
八
大
地
獄
、
天
正
樹
と
閻
魔
の
三
図
か
ら
な

り
、
八
大
地
獄
の
図
様
の
多
く
は
『
絵
入
往
生
要
集
』
の
挿
絵
に
共
通
す

る
。
無
刊
記
の
た
め
刊
行
年
は
不
明
だ
が
、
衆
合
地
獄
の
場
面
に
五
匹
の

蛇
女
に
巻
き
つ
か
れ
た
罪
人
が
描
か
れ
て
お
り
、
両
婦
狂
図
の
変
型
と
し

て
近
世
中
期
以
降
の
例
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
江
戸
後
期
の
版

本
と
思
わ
れ
る
。

室
町
末
期
に
彼
岸
の
信
仰
が
広
ま
り
を
見
せ
る
な
か
、
真
宗
談
義
本
と

は
ま
た
別
に
、
彼
岸
の
由
来
を
詳
細
に
語
る
本
書
お
よ
び
西
本
願
寺
本
の

よ
う
な
『
彼
岸
記
』
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
い
た
る
と
、
庶

民
層
へ
と
浸
透
し
て
い
く
な
か
で
平
仮
名
交
じ
り
の
絵
入
り
版
本
と
し
て

展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
道
書
類
」
に
は
、
仮
名
草
子
『
一
休
骸
骨
』

『
一
休
水
鏡
』
な
ど
へ
と
展
開
す
る
『
幻
中
草
打
画
』
の
抄
出
本
『
幻
中

草
抄
』
が
収
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
の
ち
に
平
仮
名
交
じ
り
の
絵
入
り

版
本
と
し
て
の
展
開
を
遂
げ
る
本
書
も
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
一
括

さ
れ
た
「
道
書
類
」
の
あ
り
か
た
を
検
討
す
る
上
で
、
興
味
深
い
書
物
と

言
え
よ
う
。

本
書
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
函
架
番
号

近
ト
｜
七
二
｜
ル

・
形
態

写
本
。
一
冊
。
仮
綴
。
折
紙
列
帖
装
。

・
寸
法

縦
二
一
・
〇
糎
、
横
一
五
・
五
糎
。

・
表
紙

本
文
表
紙
共
紙
。
楮
紙
。

・
丁
数

墨
付
十
七
丁
。

・
本
文

半
葉
六
行
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。
字
高
約
一
七
・
六
糎
。

・
外
題

表
紙
左
肩
に
「
彼
岸
記
」
と
打
付
墨
書
。

・
内
題

な
し
。

・
奥
書

な
し
。

・
印
記

一
丁
表
右
上
に
「
陽
明
蔵
」
の
朱
額
形
印
あ
り
。

翻
刻
に
際
し
て
、
本
文
は
底
本
に
忠
実
を
期
し
た
が
、
私
に
句
読
点
を

打
つ
な
ど
、
読
解
の
便
宜
を
は
か
っ
た
。

注１
）

陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
三
田
國
文
』
連
載
の
翻

刻
紹
介
の
ほ
か
、
拙
稿
「
室
町
期
の
往
生
伝
と
草
子

真
盛
上
人
伝
関
連
新

出
資
料
を
め
ぐ
っ
て

」（『
唱
導
文
学
研
究
』
第
六
集

三
弥
井
書
店

二

〇
〇
八
年
）、
拙
稿
「
説
法
・
法
談
の
ヲ
コ
絵

『
幻
中
草
打
画
』
の
諸
本

」（『
仏
と
女
の
室
町

物
語
草
子
論
』
笠
間
書
院

二
〇
〇
八
年
）、
拙

稿
「
比
丘
尼
御
所
文
化
と
お
伽
草
子

『
恋
塚
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て

」

（
徳
田
和
夫
氏
編
『
お
伽
草
子

百
花
繚
乱
』
笠
間
書
院

二
〇
〇
八
年
）、
拙

稿
「
尼
門
跡
お
よ
び
尼
寺

女
性
の
ま
な
ざ
し
の
許
に
あ
る
宗
教
テ
ク
ス
ト

」（
阿
部
泰
郎
氏
編
『
中
世
文
学
と
寺
院
資
料
・
聖
教
』
竹
林
舎

二
〇

一
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

２
）

宮
崎
圓
遵
「
真
宗
と
彼
岸
会
」（『
宮
崎
圓
遵
著
作
集
』
第
七
巻

思
文
閣
出

版

一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
七
二
年
）
な
ど
参
照
。
な
お
、『
真
宗
史
料
集

成
』
第
五
巻
（
同
朋
舎
）
で
は
、
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
写
の
西
本
願
寺
蔵

『
一
年
二
季
ノ
彼
岸
事
』
を
底
本
と
す
る
。

３
）

磯
馴
帖
刊
行
会
編
『
磯
馴
帖

村
雨
篇
』（
和
泉
書
院

二
〇
〇
二
）
所
収
。

た
だ
し
、『
太
子
伝
』
で
は
諸
天
の
集
う
「
天
正
樹
」
を
「
札
刀
樹
」
と
す
る

な
ど
、
相
違
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。

４
）

西
本
願
寺
本
は
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
の
紙
焼
き
に
よ
り
確
認
し
、
書
誌
情

報
に
つ
い
て
は
主
任
研
究
員
の
大
喜
直
彦
氏
よ
り
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て

感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
に
よ
れ
ば
、
西
本
願
寺
本
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と
同
系
統
の
も
の
に
大
谷
大
学
蔵
本
が
あ
る
。『
大
谷
大
学
図
書
館
和
漢
書
分

類
目
録
』
に
「
伝
聖
徳
太
子
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
寛
文
十
三
年
（
一
六
七

三
）
写
『
彼
岸
記
』
が
そ
れ
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
除

籍
と
な
っ
て
お
り
、
所
在
不
明
で
あ
る
。

５
）

国
会
本
と
天
理
本
は
同
版
。
な
お
、
国
会
本
に
は
式
亭
三
馬
の
蔵
書
印
と
と

も
に
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
自
ら
改
装
し
た
と
す
る
識
語
が
付
さ
れ
て

い
る
。

【
附
記
】

本
書
の
閲
覧
な
ら
び
翻
刻
の
御
許
可
を
賜
っ
た
、
財
団
法
人
陽
明
文
庫

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
書
の
翻
刻
・
考
察
に
際
し
て
、
御

教
示
賜
っ
た
、
陽
明
文
庫
文
庫
長
名
和
修
先
生
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
る
。

な
お
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金

若
手
研
究

Ｂ
）（
課
題
番
号
二

二
七
二
〇
〇
九
〇
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

【
翻
刻
】

彼
岸
記

夫
生
死
輪リン
廻エ
ノ
根
本
ハ
只
有ウ
相
○
執シウ
着チヤクノ
一

念
也
。
若
人
生
死
ヲ

離ノカレン
ト
思
ハ

ハ
、
此
一
念
ヲ

切キル

ヘ
シ
。
一
念ネン
ノ

起ヲコ
ル
ヲ

無
明ミヤウ
ト

名ナツク。
念
々
相
續ゾク
ス

ル
ヲ
業ゴツ
識シキ
ト

名
ク

事
ヲ

重カサネ、
労ラウ
ヲ

成ナス
ヲ

煩ボン
悩ナウ
ト

名
。

去サレ
ハ

人
ノ
身
ニ

十
悪アク
ア
リ
。
身シン
口ク
意イ
ノ

三
業ゴウ

」

１
オ
）

ヨ
リ
出
タ
ル
也
。
身
ニ

三
ノ

科トガ
ア
リ
。
口
ニ

四
ノ

科トカ
ア
リ
。

意コヽ
ロ
ニ

三
ノ

科トカ
ア
リ
。
身
ニ

三
ノ

科トカ
ハ

殺セツ
生
、
チウ

盗タウ
、

邪ジヤ
婬イン
ナ
リ
。
口
ニ

四
ノ

科
ハ

妄マウ
語ゴ
、
綺キ
語ゴ
、
悪
口
ア
ツ
ク

両

舌

リヤウゼツ
也
。
意
ニ

三
神
ハ
貪トン
欲ヨク
、
瞋シン
恚イ
、
愚グ

癡チ
ナ
リ
。
去サレハ
ハ

殺セツ
生シヤウト
ハ
生
ア
ル
者モノ
ノ
命イノチ
ヲ

不ス

取トラ
。
チウ

盗タウ
ト
ハ
主ヌシ
ア
ル
物モノ
ヲ
ト
ラ
ス
。
邪ジヤ
婬イン
ト
ハ

」

１
ウ
）

主
ア
ル
夫ヲツト
ヲ

不
犯ヲカサ、
主
ア
ル
女
ヲ

不
可

犯
。
妄マウ
語ゴ
ト
ハ

ソ
ラ
コ
ト
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
綺キ
語
ト
ハ
宿シユク
屋ヲク
、
町マチ
屋ヤ
、
酒サカ

屋ヤ
、
博バク
奕エキ
ノ

タ
ク
ミ
ニ
テ

友トモ
ヲ

損ソコナ
イ

明アケ
暮クレ
イ
サ
カ
イ

口コウ
論ロン
シ
テ
他タ
國コク
他タ
所シヨ
ノ

地チ
ニ

骸カバネヲ
瀑サラシ
テ

終ツイ
ニ
ハ

ム

間ケン
ニ

沈シツ
ム

也
。
悪
口
ア
ツ
ク

ト
ハ
人
ヲ
ノ
リ
放ハウ
言ゲン
ス
ル
事
也
。

両

舌

リヤウゼツ
ト
ハ
物モノ
ユ
イ
シ
テ
ア
ケ
ク
ニ

引
ツ
ラ
レ
テ
命メイ
ヲ

」

２
オ
）

失
ウシナウ

コ
ト
也
。
貪トン
欲ヨク
ト
ハ
人
ノ

物
ヲ

ホ
シ
カ
リ
我
物
ヲ
ハ

ヲ
シ
ミ
テ
、
慳ケン
貪ドン
放ハウ
逸イツ
ナ
ル
人
必カナラ
ス

無ム
間ケン
ニ

沈シツム
也
。

瞋シン
恚イ
ト
ハ
腹ハラ
ヲ

立
ル

コ
ト
也
。
愚グ
癡チ
ト
ハ
法
ヲ
モ

不シラス

知
、
仁ジン
儀ギ
礼レイ
智チ
信シン
ヲ

不

恐ヲソレ、
邪ジヤ
見ケン
ノ

人
也
。
此

十
悪アク
ヲ

種タネ
ト

シ
テ
百
八
煩ボン
悩ナウ
八
万
四
千
塵ヂン

労ラウ
起ヲコ
ル

也
。
是
ハ
皆ミナ
一
念
ヲ

種タネ
ト
ス

。
若モシ
一
念ネン
不
ル

」

２
ウ
）

起

則

ヲコラサルトキハ
ハ

本
ヨ
リ
煩ボン
悩ナウ
モ
無ナク
シ

本
心
自
是
常
住

ホンシンヲノツカラジヤウヂウ

佛フツ
性シヤウ
也
。
妄モウ
念ネン
ハ
衆シユ
生ジヤウ
ノ

躰タイ
也
。
無ム
念ネン
ハ

佛ブツ

躰タイ
也
。
念
ノ

起ヲコ
ル
ハ

病ヤマイ
也
。
病ヤマイツ
カ
ザ
ル
ハ
薬クスリ
也
。
病

イ
ヱ
ヌ
レ
ハ
薬クスリ
用ヨウ
ナ
シ
。
去サレ
ハ
此コレ
等ラ
ノ

罪ツミ
ニ

ヨ
ツ
テ

生シヤウ死ジ
ニ

沈チン
輪リン
シ
テ
六
道ダウ
ニ

廻メク
リ

終ツイ
ニ
ハ
八
大
地チ
獄ゴク

堕ダ
落ラク
シ
テ
出ル
期ゴ
ナ
シ
。
八
大
地チ
獄ゴク
ト

者ハ
、
涅ネ
槃ハン

」

３
オ
）

経
ニ

云
、

一
ニ
ハ

等トウ
活クワツ地チ
獄ゴク
。
是
ハ

殺セツ
生シヤウ
ノ

人
五
百
歳ザイ
堕ヲツル
也
。

二
ニ
ハ

黒コク
縄ゼウ
地ヂ
獄ゴク
。
是
ハ
チウ

盗タウ
ノ

人
一
千
歳ザイ
堕
也
。

三
ニ
ハ

衆シユ
合カウ
地
獄
。
是
ハ

邪シヤ
婬イン
ノ

人
二
千
歳
堕
。
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四
叫ケウ
喚クワン
地
獄
。
是
ハ

妄マウ
語ゴ
ノ

人
四
千
歳
落
。

五
大
叫ケウ
喚クワン
地
獄
。
是
ハ

飲
酒
ヲンジユ
ノ

人
八
千
歳
落
。

」

３
ウ
）

六
焦
熱
セウネツ

地
獄
ニ
ハ

是
自ジ
讃サン
毀ギ
他
ノ

人
一
万
六
千
歳
。

七
大
焦
熱
セウネツ

地
獄
。
是
慳ケン
貪ドン
ノ

人
半
中
劫コウ
落
也
。

八
無
間ケン
地
獄
。
是
佛
法
誹ヒ
謗ハウ
ノ

人
一
中
劫コウ
落
也
。

次
ニ

五
濁ヂヨク
ト

者
ハ

、
劫コウ
濁チヨク、
見ケン
濁チヨク、
煩ボン
悩ナウ
濁チヨク、
衆シユ

生ジヤウ
濁チヨク、
命ミヤウ
濁チヤク、
是
也
。
一
ニ

劫コウ
濁チヨクト
ハ
、
子シ
孫ソン
ニ

至イタル

マ
テ
ト

欲ヨク
心
ア
ル
ヲ
云
。
二
ニ

見ケン
濁チヨクト
ハ
見
テ

ホ
シ
ガ
リ

」

４
オ
）

人
ノ

目
ヲ

暗
クラカス
ヲ

云
也
。
三
ニ

煩
悩
濁
ト
ハ
、
煩
悩
ニ

マ
ト

ワ
サ
ル
ヽ
ヲ
云
也
。
四
ニ

衆
生
濁
ト
ハ
人
ヲ

悪ニク
ミ

偏
執
ヘンシウ
ヲ

旨ムネ
ト

ス
ル
ヲ
云
也
。
五
ニ

命
濁
ト
ハ
佛
法
ヲ
ハ
ソ
ラ
ク
ニ

シ
テ
欲
心
ヲ

本
ト

シ
テ
、
久
此
世
ニ

住
セ
ン
ト
願
フ
ヲ

云
也
。

已
上
ノ

五
濁
如

斯カクノ。
去
ハ
三
世
ノ

諸
佛
ハ

是
ヲ

悲
カナシミ

給
フ
テ

六
済
精
進
経
ヲ

御
覧
ア
リ
テ

」

４
ウ
）

毎
月
六
済
日
ヲ

禁キン
シ

玉
フ

。
八
日
、
十
四
日
、
十
五
日
、

廿
三
日
、
廿
九
日
、
晦
日
ナ
リ

。
是
ハ

梵
天
帝
釈
ア
マ
ク

ダ
リ
玉
イ
テ
、
人
間
ノ

有
様
善
悪
ヲ

註
シ

玉
フ

日
也
。

此
六
濟
日
ニ
ハ
念
佛
修
行
ヲ

営
イトナミ
ミ

善
功
徳
ヲ

ナ
ス
ヘ
シ
。
相
構カマヘ
テ

悪
業
ヲ
ハ
イ
ト
イ
給
フ

ヘ
キ
也
。

六
済
ト
ハ
人
ノ

身
ノ

六
根
六
道
夜
ル

六
時
、
昼
六
時

」

５
オ
）

六
字
ノ

名
号
ニ

ア
タ
リ
玉
フ

也
。
又
歳
ノ

三
済
日
ア
リ
。

正
月
十
六
日
、
五
月
十
六
日
、
九
月
十
六
日
也
。
此
日
ハ

此
何
ニ
モ
善
功
徳
ヲ

営
ム

ヘ
シ
。
是
過
去
、
現

在
、
未
来
ニ

ア
テ
給
也
。
又
阿
弥

ノ
三
字
ニ

當

也
。
去
ハ

、
二
季
ノ

彼
岸
ト
者
、
智
度
論
ニ

云
、

春
秋
ヲ

禁
シ

玉
フ

也
。
六
欲
天
ノ

内
ニ

夜
摩
天
ト

」

５
ウ
）

都ト
率ソツ
天
ト
ノ
間
ニ

中
陽
院
ト
云
所
ア
リ
。
爰コヽ
ニ

樹
木
ア
リ
。
天
正
樹
ト

号コウ
ス

。
彼カノ
木
ノ

花
ノ

開
ク

時
ヲ

春
彼
岸
ト

云
。
菓
ノ

結
時
ヲ

秋
ノ

彼
岸
ト

云
也
。

此
時
ニ

三
界
ノ

ア
ル
シ
大
梵
天
王
欲ヨク
界
ノ

頂
イタヽ
キ

ノ

摩
ケイ

修
羅
大
自
在
天
ノ

日
神
、
月
神
、
北ホク
斗

七
星セイ
、
七
曜
、
九
曜
、
廿
八
宿
、
皆
々
天
下
廻メクリ

」

６
オ
）

給
フ

。
冥メイ
途ド
ノ

主アル
シ

十
王
、
司シ
命イ
、
司
禄ロク
、
堅
ラウ

地

神
、
地
ノ

下
ノ

十
二
冥メイ
衆
ニ
テ

三
界
六
欲
四
神

八
定
ノ

天
王
天
衆
悉
ク

須シユ
ユ
ノ

間
ニ

、
彼
天
正
樹
ノ

下
ニ

會
合
シ
テ
娑
婆
世
界
ノ

善
悪
ノ

業
ヲ

御

評ヒヨウ
定
ア
リ
。
天
上
ニ
ハ

時
ノ

程テイ
ナ
レ
ト
モ
、
人
間
ニ
ハ

七
日

七
夜
也
。
爰
ニ
エン

魔
大
王
ニ

二
人
冥
官
ア
リ
。
飛

」

６
ウ
）

行
夜
叉
神
也
。
時
ニ

二
人
ノ

冥
官
、
目
瞬シユン
ト
テ

マ
ダ
ヽ
キ
ス
ル
間
ニ

娑
婆
世
界
ヲ

七
匝サウ
シ
テ
、
人

間
ノ

善
悪
ヲ

註
シ
テ

魔
大
王
ニ

奏サウ
聞
ス
ル

司

命
司
禄
ア
リ
。
大
功
徳
善

根悪
ヲ

註
シ
テ

功
徳
ヲ
ハ

金
ノ

札
ニ

記
シ

、
悪
業
ノ

罪
障
ヲ
ハ
鉄
ノ

札
ニ

註
シ

、
二
ノ

札
ヲ

魔
大
王
ニ

進
ス

。
其
ヨ
リ
帝
尺
天
王
ニ

」

７
オ
）

進
ス

。
其
ヨ
リ
大
梵
天
王
進
ス

。
其
時
大
梵
天
王

二
ノ

札
ヲ

御
覧
シ
テ
金
札
ヲ
ハ
寶
印
ト
云○

御
判ハン
ヲ

居スヘ
テ
、
帝
尺
ニ

御
預
ケ

有
テ

、
三
世
ノ

諸
佛
ノ

宝ホウ
蔵

タフ
利
喜
見
城
善
法
堂
ニ

納
玉
フ

。
鉄
札
ニ
ハ

縛バク
印
ト
云
御
判
ヲ

居
テ

、

魔
大
王
ニ

御
預
ケ

有
テ

、
冥メイ
途ド
ノ

誦
経
院
ニ

納
玉
フ
。
去
ハ
、
二
季
ノ

」

７
ウ
）
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彼
岸
ニ
ハ
如
何
ナ
ル
功
徳
善
根
ヲ
モ

修
行
シ
テ

行
法
ヲ

イ
タ
シ
、
金
札
ニ

可
被
付
也
。
去
ハ
、
十
悪
五

逆
貪
瞋シン
癡チ
ノ

三
毒ドク
身
口
意
ノ

三
業コウ
ヲ

止ヤメ

玉
テ

、
利リ
益
善
根
慈
悲
ヲ

イ
タ
ス
ヘ
キ
也
。
又

殺セツ
生
、
チウ

盗
、
邪
婬
、
妄
語
、
飲ヲン
酒
、
此
五
戒
ヲ

晝
夜
心
ニ

カ
ケ
テ
能ヨク
々〳

〵

タ
モ
チ
玉
フ

ヘ
キ
者
也
。

」

８
オ
）

四
衆
禍
罪
クワサイ

ト
ハ
、
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、

優
婆
夷
ノ

科
ヲ

云
フ

ヘ
カ
ラ
ス
。
謗ソシル
ヘ
カ
ラ
ス
。
必
ス

悪

道
ニ

可

堕
也
。
如
何
ナ
ル
事
有
共
誹
謗
ス

ヘ
カ
ラ

ス
。
比
丘
ト

者
男
ノ

髪
ヲ

剃ソリ
タ
ル
入
道
ヲ

云
也
。
比
丘

尼
ト

者
女
ノ

髪
ヲ

剃
タ
ル
尼アマ
ヲ

云
也
。
優
婆
塞
ト

云
ハ
男
ヲ

云
也
。
優
婆
夷
ト

者
女
ヲ

云
也
。
是
ニ

」

８
ウ
）

漏モレ
タ
ル
人
ナ
シ
。
佛
ノ

四
部
ノ

弟
子
ト

申
ハ

此
事
也
。

自
讃
毀キ
他
ト
ハ
我
身
ヲ
ハ
ホ
メ
シ
ラ
ヌ
事
ヲ
モ

心

得
タ
ル
ケ
シ
キ
ヲ
シ
テ
、
自ミ

勝スクレ
タ
ル
由
ヲ

云
イ

人
ヲ
ハ

謗ソシリ

侮
アナトル

事
也
。
人
ヲ
モ
謗
ス

ヘ
カ
ラ
ス
。
我
ヲ
モ

不
可
有
褒ホムル
コ
ト

。

慳
貪
ト
ハ
人
ノ

物
ヲ
ハ

強
アナカチ
ニ

ホ
シ
ガ
リ
我
物
ヲ
ハ
惜ミ
テ

善
功
徳
手
ノ

内
ノ

志
ヲ
モ
セ
ス
シ
テ
、
一
生
邪
見
放

」

９
オ
）

逸イツ
ニ
シ
テ
人
ニ
モ
ニ
ク
マ
ル
ヽ
也
。
去
ハ
、
因
果
イングア

経
ニ

云
ク

、

貧
ヒ
ン

貪ヒ
ハ

慳
貪
ノ

門
ヨ
リ
生
シ

、
短タン
命
ハ

殺
生
ノ

門
ヨ
リ
生
ト

説
リ

。

瞋シン
恚イ
ト
ハ
腹
ヲ

立
ル

コ
ト
也
。
一
念
ノ

瞋
恚
ノ

ホ
ノ
ヲ
ニ

テ

九
億ヲク
劫
ノ

善
根
ヲ

焼シヨウ
殺セツ
ス
ト

。
仏
ノ

説
玉
フ

。

佛
法
誹
謗
ト
ハ
佛
ヲ

ソ
シ
リ
偏
執
ヘンシン

ス
ル
コ
ト
也
。
十

悪
也
。
必
ス

無
間
地
獄
ニ

沈
ム

也
。
尤
可
恐
也
。

」

９
ウ
）

五
逆
ト
ハ
父
ヲ

殺
シ

、
母
ヲ

殺
、
羅ラ
漢カン
ヲ

殺
、
仏
ノ

身

ヨ
リ

血
ヲ

出
シ

、
和
合
ノ

僧
ヲ

破ヤフル
コ
ト
也
。
加
様
ノ

悪
業

罪
障
ノ

者
ハ

必
無
間
ニ

沈
、
八
大
地
獄

惣
ソウシテ
シ
テ

一

百
卅
六
ノ

地
獄
ヲ

不
残
可

廻
也
。
又
人
間
之

八
苦
ト

者
、
生
苦
、
老
苦
、
病
苦
、
死
苦
、
愛アイ
別ヘツ

離
苦
、
怨ヲン
憎
會
苦
、
五
盛セウ
陰
苦
、
求ク
不
得

」

10
オ
）

苦
也
。
初
ニ

生
苦
ト

者
生
ル

時
ノ

苦
ハ

牛
ノ

皮
ヲ

ハ
キ
テ
荊ケイ
棘キヨク
ノ

中
ヘ

追ヲイ
入
ル
ヽ

カ
如
シ
。
十
月
ノ

間
母
ノ

胎
内
ノ

苦
ハ

寒
地
獄
熱
地
獄
ニ

堕ヲトシ
シ

タ
ル
苦

ヨ
リ
モ

堪
タヘカタシ

カ
タ
シ
。
労
苦
ト

者
人
ノ

年
ヨ
レ
ハ
、
友

達
ノ

語
ヒ
モ

ウ
ト
ク
ナ
リ
、
様
々
身
ノ

ヨ
ハ
リ
力
モ

ナ
ク

若
人
ニ
ハ

ニ
ク
マ
レ
、
立
居
ノ

行
歩
モ

ヨ
ハ
リ
ハ
テ
ヽ
食

」

10
ウ
）

物
ノ

味
ハ
ル
ク
シ
テ
萬
ノ

痛イタミ
多
テ

悲
カナシム

コ
ト
限カキリ
ナ
シ
。

病
苦
ト
ハ
人
ノ
痛
ツ
キ
ヌ
レ
ハ
、
腰
膝
ナ
ヱ
テ
立
居

不
叶
、
大
小
便
ノ

通
モ

不

自
由
ナラ
。
殊
ニ

長
労
ハ
リ

ナ
ト
ス

レ
ハ
看カン
病
ノ

人
ニ
モ

ア
カ
レ
、
親
子
兄
弟
ニ
モ

悪
レ
テ

悲
也
。

死
苦
ト

者
申
ニ

不
ル
及
事
也
。
愛
別
離
苦
ト

者
イ
ト
ヲ
シ
ク
無
キ
類タクイ
親
子
兄
弟
婦
夫
ニ
モ

思
ノ

」

11
オ
）

外
ノ

ワ
カ
レ
ス
ル
コ
ト
也ノヒ
悲
也
。
怨ヲン
憎
會
苦
ト

者
ハ

悪
人
ニ
モ

添ソウ
コ
ト
有
ニ
キ

、
敵テキ
ニ
モ
會
合
ス
ル
事
ア
リ
。

五
盛
陰
苦
ト
者
、
万
ノ

怨
ア
リ
テ
、
任

意
ニ

ハ
タ

ラ
ク
コ
ト
ナ
シ
。
今
生
ニ
テ

心
ノ

マ
ヽ
ニ
振
舞
故ユエニ
悪
業

業
障
ア
レ
ハ
、
地
獄
ト

云
所
有
テ

獄
率
ニ

セ
メ
ラ

レ
テ
悲
ヲ
ヽ
キ
也
。
此
世
ニ
テ

頸クビ
ヲ

キ
ラ
レ
、
篭リウ
獄
ト

云

」

11
ウ
）

ヲ
ソ
ロ
シ
キ
コ
ト
此
等
ノ

苦
也
。
求
不
得
苦
ト

者
、

人
間
ノ

習
ハ

富フツ
貴キ
ナ
ル
モ
望ノソミ
ミ

有
、
心
ノ

マ
ヽ
ニ
不
叶
。
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是
ヲ

八
苦
ト
云
也
。
去
ハ
、
急イソギ
念
佛
執修

行
シ
テ
生

死
ヲ
離ノカレ
テ

極ゴク
楽
ニ

安
住
ス

ヘ
キ
也
。
彼
岸
ニ
ハ

取トリ

分
萬
事
ヲ

抛
ナケウチ

、
加
様
ノ

苦
ヲ

思
出
シ

、
善
功
徳

慈
悲
ノ

心
ヲ

起ヲコ
ス

ヘ
キ
也
。
彼
岸
ト
ハ

カ
ノ
キ
シ
ト

云
リ

。

」

12
オ
）

彼
ノ

岸
ト

者
、
浄
土
極
楽
ノ

事
也
。
急
キ

弥

本
願クワン
ノ

御
法
ノ

舟
ニ

乗
テ

、
濁チヨク世セ
穢エ
土トウ
ノ

悪
業

罪
障
ノ

巨コ
海
ヲ

越

過

ヲコシスギ
テ

、
彼
岸
ト

云
所
ヘ

付
ヘ

キ
也
。
又
人
ノ

身
ニ

仁
、
義
、
礼
、
智
、
信
ト
テ
五
ノ

礼
法
ア
リ
。
仁
ト

者
、
慈
悲
ア
リ
テ
人
ヲ

慈アワレ
ム

コ
ト
也
。

儀
ト

者
、
柔
軟
ニウナン
ニ

シ
テ
僻ヒカ
事
ナ
キ
コ
ト
也
。
礼
ト

者

」

12
ウ
）

正
直
ニ

シ
テ
二
心
ナ
キ
コ
ト
也
。
智
ト

者
、
佛
法
修
行

シ
テ

謬
アヤマリ

ナ
キ
コ
ト
也
。
信
ト

者
、
真
実
ニ

シ
テ
イ
ツ
ハ
リ
無

コ
ト
也
。
此
五
常ヂヨウ
タ
ヽ
シ
キ
時
ハ
積シヤク
善
ノ

余
慶

其
家
ニ

ア
リ
。
又
是
ヲ

背ソムク
時
ハ

、
積ドク
悪
ノ

余
ワウ

有
テ

其
身
ニ

カ
ヽ
ル
也
。
釈
迦
佛
ハ

是
ヲ

五
戒カイ
ト

定
メ

玉
フ

也
。
去
ハ

、
積シヤク
善

慶
ト

者
念
佛
三
昧マイ
仏
法

」

13
オ
）

修
行
慈
悲
善
根
ヲ
ハ
ケ
マ
ス
人
ノ

家
ニ
ハ

必

諸
仏
ノ

恵
有
テ

、
萬
ノ

悦
来
也
。
今
生
ニ
テ
ハ

万
ノ

難ナン
ヲ

遁ノカレ
テ

後
生
ニ
テ
ハ

極
楽
ニ

安
住
シ
テ

安
穏
也
。
又
積ドク
悪
ノ

余

ト

云
ハ

、
悪
ヲ

好
テ

仏
法
ヲ

ソ
ラ
ク
ニ
シ
テ

万
ノ

罪
業
ニ

携
タヅサハル
ル

人
ノ

家
ニ
ハ

必

魔
障
タ
チ
ヨ
リ
テ
悪
シヨウ

ヲ
ヽ
ク
出
来
也
。
人

」

13
ウ
）

一
人
ノ

身
ニ
ハ

六
人
ノ

盗ヌス
人
有
リ

。
眼ケン
、
耳ニ
、
鼻ビ
、
舌ゼツ
、
身
、

意
ノ

コ
ト
也
。
眼
ニ

物
ヲ

見
テ

ホ
シ
ガ
リ
、
耳
ニ

声コヱ
ヲ

聞

テ
ハ
執シユ
心
ス

。
鼻
ニ

香カ
ヲ

カ
イ
テ
執
心
ス
。
意
ニ

物
ヲ

タ
ク
ミ
テ
執
心
ス

。
此
六
人
ノ

執
心
ヲ

種
ト
シ
テ

六
道

輪
廻クアイ
ス
ル

也
。
六
道
ト

云
ハ

、
地
獄
、
餓カ
鬼キ
、
畜
生
、

修
羅
、
人
間
、
天
人
也
。
是
ヲ

退タイ
治ジ
セ
ン
タ
メ
ニ

六

」

14
オ
）

字
ノ

名
号
ヲ

造
玉
ヘ
リ
。
六
根
六
識シキ
六
境キヨウ
界

六
道
夜
ル

六
時
昼
六
時
ヲ

南
無
阿
弥

佛
ニ

當
玉
テ

、
能
々
修
行
ス
ヘ
キ
也
。
又
三
明
ト

云
ハ
、
過
去
、
現
在
、
未
来
ノ

コ
ト
也
。
又
六
通
ト

云
ハ

、

宿
命
、
天
眼
、
天
耳
、

他地ヒ
心
、
神
足
、
漏
尽
ハンジン

ナ
リ
。

初
ニ

宿
命
ト

云
ハ

、
極
楽
ノ

果
報
クアホウ

更サラ
ニ

限カキ
リ

無
ク

」

14
ウ
）

心
ノ

マ
ヽ
ナ
ル
コ
ト
也
。
天
眼
ト

云
ハ

、
極
楽
ニ

生
ス
レ
ハ
天
ニ

眼
ア
リ
テ
見
サ
ル
所
無
、
天
耳
ト

云
ハ

、
極
楽
ニ

生

ス
レ
ハ
、
天
ニ

耳
有
テ

百
千
億
那
由
他
ノ

諸
劫
ノ

事
ヲ

聞
サ
ル
コ
ト
無
。
他
心
ト

云
ハ

、
極
楽
ニ

生
ス
レ
ハ

心
ノ

至イタ
サ
ル
所
ナ
シ
。
神
足
ト

云
ハ

、
極
楽
ニ

生
ス
レ
ハ

勢
イキヲイ
ノ

望ノソマ
サ
ル
所トコロ
ナ
シ
。
漏
盡
ト

云
ハ

、
萬
モ
ル
ヽ
所

」

15
オ
）

無
是
ヲ
六
通
ト

云
也
。
佛
法
修
行
シ
テ

悟
サトリヲ

開
ト
云
ハ
、
加
様
ニ

三
明
六
通
ヲ

サ
ト
ル
ヲ
真
ノ

佛
法
者
ト
ハ
云
也
。
極
楽
ニ

生
ス
レ
ハ
親
子

兄
弟
親
類ルイ
夫ヲヤ
婦カタ
ニ
モ

相
添ソウ
也
。

離
ノガルヽ

苦
ノ

悲
ナ
シ
。
飢キ
寒
ノ

憂ウレヘ
モ
ナ
シ
。
死シ
ス
ル
コ
ト
モ
無

生
ス
ル
コ
ト
モ
無
シ

。
長
命
不
死
ノ

果
報
クワホウ

自
在

」

15
ウ
）

也
。
真マコト
ノ

心
源
ヲ

悟
ト
リ

ヌ
レ
ハ
浄
土
外
ニ

ナ
シ
、
内
ニ

ア
ラ
ス
。
三
界
ヲ

イ
ト
ウ
事
ナ
シ
。
佛
土
ヲ

求コノム
ヘ
キ

コ
ト
ナ
シ
。
煩
悩
ヲ

断タン
ス
ヘ
キ
コ
ト
ナ
シ
。
菩
提
ヲ

求
ム

ヘ
キ
事
無
。
即
身
是
佛
也
。
去
ハ
唯ユイ
心
ノ

浄
土
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已
身
弥

ト
ハ
説トキ
玉
リ
。
迷マヨウ
時
ハ

三
界
則
ラフ

獄
也
。
悟
時
ハ

三
界
則
佛
土
也
。
佛
界
弥

ト

」

16
オ
）

悟
ル

ヘ
キ
也
。
又
我
身
ハ
カ
リ
佛
法
修
行
シ
テ

他
人
ヲ

勧スヽメ
メ

サ
レ
ハ
、
佛
法
還カエツ
テ
悪
障
ト
ナ
ル

ヘ
シ
。
先

専
モツハラ

人
ヲ
モ
勧スヽ
メ

テ
、
念
佛
修
行
ア
ル

ヘ
シ
。
我
身
斗
助タスク
ル

事
ハ

獨
覚
心
ト
テ
悪
障

之
種タネ
ト

成ナル
ヘ
キ
也
。
ク
レ
〳
〵
人
ヲ
モ
勧
メ

佛
道
ニ

可
入
也
。
殊
ニ

彼
岸
ノ

内
ニ
ハ

衆
生
ヲ

一
子
ノ

如
ク
ニ

」

16
ウ
）

哀
アハレミ
テ

後
生
ノ
ツ
ト
メ
ヲ
勧
給
テ

、
彼
ノ

岸
ニ

可

至
也
。
彼
岸
ノ

謂イワ
レ

大イ
概リヤク
如

斯カクノ
カ

。

」

17
オ
）
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